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A. Ramathibodi Hospital 
1. Department of Pediatrics
2. Department of Nutrition
3. Department of Pathology, Forensic Science
4. Department of Emergency Medicine
5. Radiosurgery Center
6. Advanced Diagnostic Imaging Center
7. Department of Psychiatry

B. Siriraj Medical Museum 
1. Ellis Pathological Museum
2. Songkran Niyomsane Forensic Medical Museum
3. Parasitology Museum
4. Congdon Anatomical Museum,
5. Sood Sangvichien Prehistoric Museum

C. Thai Medical Student 
1. Bacterial Isolation Technique
2. Lab Skill at Department of Orthopedics

D. Field Trip 
1. Wat Arun,
2. Wat Phra Kaeo
3. Grand Palace
4. Pattaya
5. Food
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1. Ellis Pathological Museum
Prof. A. G. Ellis
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平成 30年度岸本国際交流奨学金による海外活動実施報告書

タイ王国 バンコク

マヒドン大学 ラマティボディー病院 医学部

Bangkok, Thailand 
Faculty of Medicine, Ramathibodi Hospital, Mahidol University 

大阪大学医学部医学科 3年生
国際医療研究会

Y. T 

海外活動期間

2018 8/20～8/27 



1. スケジュール
以下のようなスケジュールで過ごした。それぞれ活動の詳細は 3に書いてある。

8/20 スワンナプーム空港到着
8/21 ワット・アルン、ワット・ポーの観光、小児科・新生児科、細菌学実習見学
8/22 栄養学科見学、ワット・スタット、ワット・プラケーオの見学、シリラート博物館

見学

8/23 病理法医学科見学、救急科見学、ウェルカムパーティ、サラヤキャンパス見学
8/24 放射線治療科見学、画像診断科（AIMC）見学、精神科見学、整形外科実習見学、

アルカザール観光

8/25 パタヤのラン島で観光、水上マーケット観光
8/26 アユタヤエレファントパレス観光
8/27 サイアム周辺で観光
8/28 帰国

2. 目的
ラマティボディ病院の見学を通じて、タイの医療状況を学び、日本とタイの医療の違い

を学ぶ。

また、社会見学や様々な人々との交流を通じてタイの文化や日本とタイの文化の違い

を学ぶ。

3. 活動内容
(ア) 病院見学
① 小児科・新生児科

まず新生児が入院している病棟を見学させていただいた。未熟児は 500g以下
の新生児のことを指し、保育器により温度管理などが必要である。また肺サー

ファクタントの合成が十分でないため呼吸の管理なども必要であるが、酸素

濃度が高すぎると失明の危険があるので、管理には十分注意が必要である。日

本と違い出生率の高いタイでは、未熟児の管理を自動で行う高度な保育器が

多くの病院で普及されてきているが、まだまだ十分ではない。

続いて重症の患者などが入院する病棟を見学した。ここ数年で結核の患者が

多くなっているそうで、陰圧室で入院する結核の患者さんがいらっしゃった。

結核の患者が増えている要因としては、海外からの出稼ぎ労働者が増えてい

ることが挙げられる。



最後に外来を訪れた。私たちは午後に訪れたためほとんどの診察が終わって

いた。ここ最近増加しているスマホ依存症の子供や肥満児の診察・治療なども

行っている。

未熟児の入院場所

② 栄養学科

栄養学科では粉ミルクなどの調合を行っており、実際に様々な粉ミルクを試

飲させていただいた。粉ミルクの袋には Thai Otsukaと明記されているもの
もあり、これは日本の大塚製薬グループの会社の製品であり、日本企業の海外

展開を知った。

また入院患者の病院食を作っている厨房も見学させていただいた。日本の病

院食道とは違い、やはりタイ独特の香辛料の香りが感じられた。

粉ミルクの調整部屋 病院食の厨房

③ 病理法医学科



病理法医学科では、病理解剖や司法解剖を行っており、実際に前日に亡くなっ

たばかりの患者さんを拝見した。大腸がんで亡くなった患者さんであり、下腹

部にはチューブがつながれていて血液がたまっていた。太ももを持ち上げる

と足先までまっすぐ持ち上がるなど、実際に死後硬直を体感した。

隣室にはご遺体の安置所のようなところがあり、化粧・正装したご遺体があっ

た。部屋の中には仏陀の像がある仏壇だけでなく、キリスト教徒のための祭壇

もあった。

また臓器などのホルマリン漬けも行っており、キャベツをのどに詰まらせた

ことにより亡くなった患者さんの喉頭～食道のホルマリン漬けや、大動脈解

離で亡くなった患者さんの心臓などのホルマリン漬けを見せていただいた。

ご遺体を置く台

④ 救急科

まず訓練室を訪れた。2つの部屋があり、一つは心電図などの検査機器の操作
を学ぶための部屋であり、もう一つは救命救急の方法を学ぶための部屋であ

る。タイでは AEDはここ 5年間で普及してきた。
その後 ICU、オブザベーションルームを見学した。
また 1階には救急車が直接入ってこれるような大きな部屋があった。
救急車も見学した。タイで救急車を呼ぶときの番号は 1669である。ドクター
ヘリはないが、救急バイクがあった。



救急車が直接入れるほど大きな部屋  救急バイク

⑤ 放射線治療科

放射線治療科は最近建てられた建物の地下にあり、患者さんの気持ちを和ま

すために壁紙がカラフルであった。サイバーナイフやリニアックなどの機械

を見せていただいた。サイバーナイフとはロボットアームにより任意の角度

から放射線を照射して、特定の病巣部分のみをターゲットにできる医療装置

であり、最新の機器が導入されていた。

またサイバーナイフを頭部に使うときには、頭部を固定する必要があり、その

ために患者一人一人にあわせて形状記憶プラスティックで固定用のマスクを

作る。同行していた一人の先輩が実際にマスクを作ってもらっていた。

リニアック             固定用マスクを作る最中

⑥ 画像診断科

ここでは、CTやMRIを用いた画像診断を行っている。
MRI では磁力と電波を利用して人体の断面を撮影することができ、その原理
について詳しく教えていただいた。

またMRIを用いて健常者の脳のデータを収集してデータベースを作っている。
また、臨床研究では、タイのキックボクシングとパーキンソン病などの神経変

性疾患との関連性が調べられていた。



⑦ 精神科

精神科外来を見学する予定であったが、患者さんとの都合が会わなかったた

め見学できなかった。

診察室は一部マジックミラーになっており、隣の部屋から診察室の様子を観

察できるようになっていた。

⑧ 細菌学実習

医学科 3 回生の学生が細菌学実習を行っていた。実習内容はグラム染色によ
り細菌を分類する実験であり、これは大阪大学の 3 回生が行う細菌学実習と
同じであるが、実験手法などは多少違った。

グラム染色の実験

⑨ 整形外科実習

医学科 5 回生の学生が整形外科実習を行っていた。ギプスの巻き方を学んで
おり、様々な巻き方の実習を行っていた。日本人の学生もギプスを任せていた

だいた。ギプスが固まった後はギプスカッターでギプスを切断するが、実習で

は学生同士でギプスの切断を行っていた。



ギプスの作成

⑩ シリラート博物館

シリラート博物館はシリラート病院に付属する博物館であり、日本では決し

てみられないような本物の人体の標本が数多く置いてある。博物館内は大き

く 5か所の博物館（病理学、法医学、寄生虫、解剖学、人類学）に分かれてい
た。内部の撮影は禁止されていた。

解剖学博物館では単眼症や結合双生児、魚鱗癬といった様々な奇形を持って

生まれてきた胎児の標本があった。中には矢状面での切断標本などがあった。

そのほか、正常な受精卵～胎児まで時系列に並べてある標本や、また乳がんの

自己診断のための方法などが書かれているパネルなどもあった。

法医学博物館では様々な死因（爆発に巻き込まれた、電車にはねられた、他人

に刺された、プロペラに巻き込まれた、など）により死亡した遺体の写真があ

った。また、スマトラ島沖地震における津波の被害についても書かれていた。

奥へ進むとシリラート博物館の別名にもなっているシーウィーを含む 4 体の
凶悪殺人犯のミイラがあった。これは決して日本ではできないことであると

感じた。

寄生虫博物館ではアニサキス症やデング熱、マラリアなどの寄生虫に起因す

る病気を勉強することができた。デング熱やマラリアはタイではポピュラー

な病気であり、付き添いで来てくれていたタイの学生の何人かはかかったこ

とがあると言っていた。特に一人の学生は、マラリアにかかったがそれに気づ

かず単なる熱だと思って NSAIDs を使用して病状が悪化した経験があると語
っていた。またタイの国民的男性俳優が、デング熱にかかって足を切断し、そ

の後亡くなったという話を聞いた。これは以前デング熱にかかったことがあ

り、その後違う型のデング熱にかかったことにより重症化したことによる。



シリラート博物館のエントランス

(イ) 社会見学
① ワット・アルン、ワット・ポー、ワット・スタット、ワット・プラケーオ

ワット・アルン、ワット・ポー、ワット・スタット、ワット・プラケーオとい

う 4 つの寺を観光した。タイには何人か王子がいて、それぞれそのうちの誰
かが所有する寺であった特にワット・プラケーオは別名グランドパレスと言

い最高位の仏教寺院である。また、ワット・アルンに行く際にはチャオプラヤ

川を船で横断した。

全体的に日本の寺院とは異なりきらびやかな装飾が施されていた。

ワット・アルン



大宮殿

② アルカザール

アルカザールでは、ニューハーフによるショーを見学した。1時間ほどのショ
ーであるが、時間の都合上最後の 30分ほどのみ見学できた。インドや中国な
どいろいろな国をモチーフとしたショーが連続的に行われていた。歌声も聞

こえてきたがこれはニューハーフ本人が歌っているものではなく、女性ボー

カルの音源を使用していた。どのニューハーフも女性に見間違うほどきれい

であり、特にメインのニューハーフは一般の女性よりもきれいであると思え

た。

タイでニューハーフが多い理由は兵役など様々な背景があると思うが、ショ

ーを見て改めてタイにおける性別に対する寛容さを感じた。

ニューハーフ



③ パタヤ ラン島

パタヤのラン島に行き、海水浴などを行った。レジャーとしては、バナナボー

トやダイビング、パラセーリングなどがあった。このうちバナナボートのみ行

った。この日は曇りであったため水が多少濁っていたものの、海の底を見るこ

とができるほどに水質は綺麗であった。

ラン島のビーチ

④ アユタヤエレファントパレス

ここでは象と触れ合うことができた。まずはここにいる象についての説明を

受けた。象達はまず学校のようなところで訓練を受けるらしく、その後もこの

場所に戻ってくる。説明中何匹かの象が芸を披露してくれていたが、なかでも

ある雌象は世界各国の言語（タイ語、英語、中国語、日本語など）の数字を理

解できるらしく、ある数字を言うとその数字の分だけフルーツを食べるとい

った芸を披露してくれた。私たちも試したが、7といった所、惜しくも失敗し
て 6個のみ取っていた。（おそらく最初に 7を「しち」と言ったのを”six”と聞
き間違えたものと思われる。そのご「なな」と言い直すともう一つとって食べ

ていた。）説明を受けた後、その雌象と一緒に写真を撮ることができ、鼻で持

ち上げてもらった。

その後、象に乗ってパレス周辺を散策した。乗り心地は揺れてあまりよくなか

ったが、道路に落ちている木の枝を、車やバイクの邪魔にならないように掃除

するといったこともしていた。ただし糞は垂れ流しであった。



象に持ち上げてもらった

4. 成果
私たちはラマティボディ病院の隣にあるマヒドン大学の寮に泊まらせていただいてい

たが、そこに滞在して思ったことは、学生に対するケアが充実しているということであ

った。例えば敷地内に 24時間営業のコンビニが 2つほどあったり、24時間使える PC
ルームや図書室があったりした。ぜひ阪大にも導入してほしいと感じるところであっ

た。

病院見学では文化の違いや国民病の違いから来る医療の違いはあったものの、全体と

してラマティボディ病院の医療水準はかなり高いところにあり、阪大にも引けを取ら

ないほどであった。私たちはこういった事実をきちんと理解し、先進国として胡坐をか

いているのではなく、タイを見習って常に向上心を持ち続けなければならないと思っ

た。

社会見学の際に特に感じたことは、タイ人の優しさである。タイ人は基本的にしゃべる

ことが好きで、またお節介が好きだと感じることが多々あった。タイの学生も見ず知ら

ずの他人に尋ねることがよくあり、質問された側は必ず丁寧に答えてくれていた。これ

は今の日本ではあまり考えられないことである。このような心の余裕を日本人も学ぶ

べきだと思った。



5. 抱負
タイにおける著しい医療の発展を目の当たりにして、日本もその向上心をタイに見習

わなければならないと感じた。タイで経験した様々なことを今後活かしていけるよう

に努力していこうと決意した。

また、より多くの人にタイの医療や文化を学んでほしいと感じ、24 年にもわたる伝統
のある阪大とマヒドン大学とのこのような素晴らしい交流を今後も続けていきたいと

思った、。

最後に、この活動を支援してくださったタイの先生方、日本の先生方、そしてタイにお

ける生活をサポートし、かけがえのない思い出を作ってくれたタイの学生に感謝申し

上げます。

最後の集合写真 ＠スワンナプーム空港


